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伊 丹 市 一 般 職 員 服 務 分 限 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の

制 定 に つ い て  

 

 

伊 丹 市 一 般 職 員 服 務 分 限 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 別 記 の と

お り 制 定 す る 。  

 

 

 

 

 

令 和 ６ 年 ２ 月 ２ １ 日 提 出  

 

 

伊 丹 市 長  藤  原   保  幸  

 

 

 

 

理  由  

国 家 公 務 員 の 給 与 そ の 他 の 事 情 を 考 慮 し て ， 夏 季 に お け る 特 別 休  

暇 の 取 得 が 可 能 な 期 間 を 拡 大 す る と と も に ， ５ ５ 歳 を 超 え る 一 般 職

の 職 員 の 昇 給 制 度 を 見 直 す ほ か ， 在 宅 勤 務 等 手 当 を 創 設 す る た め 。  
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伊 丹 市 一 般 職 員 服 務 分 限 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （  

令 和 ６ 年 伊 丹 市 条 例 第   号 ）  

（ 伊 丹 市 一 般 職 員 服 務 分 限 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  伊 丹 市 一 般 職 員 服 務 分 限 条 例（ 昭 和 ２ ６ 年 条 例 第 ２ １ ２ 号 ） 

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 １ ４ 条 第 １ ７ 号 中 「 ７ 月 か ら ９ 月 ま で 」 を「 ６ 月 か ら １ ０ 月

ま で 」 に 改 め る 。  

（ 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 ３ ２ 年 条 例 第 ４ ３

８ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ２ 条 第 １ 項 中 「 単 身 赴 任 手 当 」 の 右 に 「 、 在 宅 勤 務 等 手 当 」  

 を 加 え る 。  

第 ９ 条 第 ３ 項 中 「 同 項 中 「 ４ 号 給 」 と あ る の は 、 「 ２ 号 給 」 と 、  

６ ０ 歳 に 達 し た 日 以 後 の 最 初 の ３ 月 ３ １ 日 を 経 過 し て い る 職 員 （  

別 表 第 ４ ア の 適 用 を 受 け る 職 員 を 除 く 。 ） に 関 す る 前 項 の 規 定 の

適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 の 昇 給 の 号 給 数 を ４ 号 給 と す る こ と を  

標 準 と し て 規 則 」 と あ る の は 「 に つ い て 、 任 命 権 者 が 」 」 を 「 第  

１ 項 に 規 定 す る 期 間 に お け る 当 該 職 員 の 勤 務 成 績 が 特 に 良 好 で あ  

る 場 合 に 限 り 行 う も の と し 、 昇 給 さ せ る 場 合 の 昇 給 の 号 給 数 は 、  

勤 務 成 績 に 応 じ て 規 則 で 定 め る 基 準 に 従 い 決 定 す る も の 」 に 改 め  

る 。  

  第 １ ３ 条 の ３ 第 ２ 項 第 ２ 号 中 「 及 び 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 」 を 「 、

育 児 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 第 １ ３ 条 の ５ の 規 定 に よ り 在 宅 勤 務 等 手  

当 を 支 給 さ れ る 職 員 」 に 改 め る 。  

第 １ ３ 条 の ４ の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

（ 在 宅 勤 務 等 手 当 ）  

第 １ ３ 条 の ５  住 居 そ の 他 こ れ に 準 ず る も の と し て 規 則 で 定 め る  

場 所 に お い て 、 正 規 の 勤 務 時 間 （ 休 暇 に よ り 勤 務 し な い 時 間 そ  

の 他 規 則 で 定 め る 時 間 を 除 く 。 ） の 全 部 を 勤 務 す る こ と を 、 規  

則 で 定 め る 期 間 以 上 の 期 間 に つ い て １ 箇 月 当 た り 平 均 １ ０ 日 を  
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超 え て 命 ぜ ら れ た 職 員 に は 、 在 宅 勤 務 等 手 当 を 支 給 す る 。  

２  在 宅 勤 務 等 手 当 の 月 額 は 、 ３ ， ０ ０ ０ 円 と す る 。  

３  前 ２ 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、在 宅 勤 務 等 手 当 の 支 給 に 関 し

必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。  

 附 則 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 （ 令 和 ６ 年 度 に お け る 昇 給 の 特 例 ）  

３ ２  令 和 ６ 年 度 に お け る 昇 給 に つ い て は 、第 ９ 条 第 ３ 項 の 規 定

に か か わ ら ず 、伊 丹 市 一 般 職 員 服 務 分 限 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例（ 令 和 ６ 年 伊 丹 市 条 例   号 ）第 ２ 条 に よ る 改 正 前 の 第

９ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 行 う も の と す る 。  

（ 伊 丹 市 技 能 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ３ 条  伊 丹 市 技 能 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成

２ ８ 年 伊 丹 市 条 例 第 ６ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ２ 条 第 ３ 項 中 「 単 身 赴 任 手 当 」 の 右 に 「 ， 在 宅 勤 務 等 手 当 」  

を 加 え る 。   

（ 伊 丹 市 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 お よ び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改  

正 ）  

第 ４ 条  伊 丹 市 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 お よ び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭

和 ４ ２ 年 伊 丹 市 条 例 第 １ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 ２ 条 第 ３ 項 中 「 単 身 赴 任 手 当 」 の 右 に 「 ， 在 宅 勤 務 等 手 当 」  

を 加 え る 。  

第 ７ 条 の ２ の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

（ 在 宅 勤 務 等 手 当 ）  

第 ７ 条 の ３  在 宅 勤 務 等 手 当 は ， 住 居 そ の 他 こ れ に 準 ず る も の と  

し て 管 理 者 が 定 め る 場 所 に お い て ， 正 規 の 勤 務 時 間 （ 休 暇 に よ  

り 勤 務 し な い 時 間 そ の 他 管 理 者 が 定 め る 時 間 を 除 く 。 ） の 全 部  

を 勤 務 す る こ と を ， 管 理 者 が 定 め る 期 間 以 上 の 期 間 に つ い て １  

箇 月 当 た り 平 均 １ ０ 日 を 超 え て 命 ぜ ら れ た 職 員 に 対 し て 支 給 す  

る 。  

付  則  

 こ の 条 例 は ， 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

議25-3＊




